
はじめに
　付着生物は，海洋生態系において遍在し，生態系のなかで
同種他種といったさまざまな生物や，非生物的な物理環境と
相互に作用している。一般的に付着生物とはその生活環のな
かで，海中の基質に固着して生活するフェーズをもつ生物の
総称をいう。付着のための基質（付着基質）は，岩や砂泥といっ
た自然由来のものから，船底や堤防岸壁といった人工物まで
幅広く，付着生物の種や生息環境によってその利用は異なる。
特に海藻類は海洋生態系を代表する付着生物であり，長年，
その多様性の把握や生態研究が盛んに行われてきた。多くの
付着藻類は，岩盤や砂泥といった付着基質を利用するのに対
し，なかには特殊な基質を限定的に利用するものもいる。シ
オグサ目の緑藻のカイゴロモ Pseudocladophora conchopheria 

(Sakai) Boedeker & Leliaertも，その少し変わった基質を利用
する藻類の一例であり，本種は潮間帯に生息する巻貝のスガ
イ Lunella correensis (Récluz, 1853) の貝殻のみに付着すると
されてきた。著者はこれまで，このカイゴロモとスガイの関
係に着目し，カイゴロモの付着によって生じる相互作用や野
外環境下での付着条件を調べてきた（Kagawa & Chiba 2019, 

Kagawa et al. 2020）。その調査を進めていくなかで，近年，従
来の知見に反して，カイゴロモがスガイ以外の宿主巻貝に付
着していることを発見し，宿主に関連して系統的な多様化が
生じた可能性を明らかにした（Kagawa et al. 2023）。進化生態
学において，生物間相互作用を起因とする生態的特殊化は系
統的多様化や種多様化を促進する可能性がある。そこで本稿

では，進化生態学における多様性の創出，維持メカニズムの
議論を軸にして，カイゴロモの生態と進化に関する著者の研
究を紹介する。

貝殻に特異的に付着するカイゴロモ
　カイゴロモはシオグサ目カイゴロモ科カイゴロモ属に属
するアオサ藻綱の緑藻である（図 1a, b）。種記載時には，そ
の形態からシオグサ科 Cladophoraceaeに含められていた
（Sakai 1964）。その後，分子系統解析によって，カイゴロモ
がシオグサ目の Aegagropilaクレードに含まれ（Hanyuda et 

al. 2002），ヒメフカミドリシオグサ Pseudocladophora horii (C. 

Hoek & Chihara) Boedeker & Leliaertと単系統群を形成する
ことが明らかになった（Boedeker et al. 2012）。このため，カ
イゴロモとヒメフカミドリシオグサが含まれるカイゴロモ科
Pseudocladophoraceaeが提唱され，現在までに Aegagropila

クレードは，カイゴロモ科とアオミソウ科 Pithophoraceae

の 2つの科から構成されている。興味深いことに，この
Aegagropilaクレードにはさまざまな着生型をもつ種や，付
着基質を動物体表面にのみ限定する種を含む。例えば，マリ
モ Aegagropila brownii (Dillwyn) Kützingは，その球体状の
特徴から多くの人々に認知されているが，球体状になるタイ
プだけでなく，岩盤や貝殻に着生するタイプや，浮遊して漂
うタイプがいる（Soejima et al. 2009）。またバシクラディア
属 Basicladiaには，淡水カメの甲羅や巻貝の貝殻に付着する
種がおり（Ducker 1958, Normandin & Taft 1959），ウィット
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ロッキエラ属Wittrockiellaには，マングローブの気根や塩生
植物の表面に着生，内部共生する種もいる（Boedeker et al. 

2017）。
　カイゴロモもこれらと同様に生物体表に付着する種として
注目されてきた。記載時から近年までは，日本と韓国の一部
の潮間帯に生息する腹足類スガイにのみ付着するとされてお
り，その生態や系統的位置に関する研究が行われてきた（王・
阪井 1986，松山ら 1999，Xing & Wada 2001，Hanyuda et al. 

2002，Yamada et al. 2003，Boedeker et al. 2012）。一方で，近年，
著者のグループは，カイゴロモがスガイ以外の潮間帯巻貝の
貝殻に付着していることを発見した（Kagawa et al. 2023）。
現在までに，スガイ，カンギク Lunella granulata (Gmelin, 

1791)，シマベッコウバイ Japeuthria cingulata (Reeve, 1847)，
カヤノミカニモリ Clypeomorus bifasciata (G. B. Sowerby II, 

1855)，ホソウミニナ Batillaria attramentaria (G. B. Sowerby 

II, 1855)，ウミニナ Batillaria multiformis (Lischke, 1869)の 6

種類の潮間帯腹足類で，その着生が日本列島から琉球列島の
各地で確認されている。また最新の研究では，カイゴロモの
分布は日本と韓国のみならず，ベトナムのカンギクにも付着
が確認された（Kagawa et al. 2024）。いずれにしろこれらの報
告は全て潮間帯巻貝の貝殻からであり，岩盤などの非生物基
質からは報告されていない。カイゴロモと姉妹群であるヒメ
フカミドリシオグサは，岩盤に付着し，貝類に着生する性質
はもっていないため，カイゴロモは独自に貝類に基質を特殊
化させた可能性がある。したがって，カイゴロモの貝類に特
異的に着生するという性質は，依然として本種のユニークな
特徴といえる。

カイゴロモと宿主巻貝スガイの相互作用：カイゴロモによ
る宿主の熱ストレス軽減の効果
　岩礁潮間帯では，多くの付着生物が基質を獲得するために，
付着生物間で強い競争が生じている（Connell 1961）。いく
つかの付着生物は，他の動物の体表に付着することで競争を
避け，定着と生存の確率を高めていることが推察されている
（Wahl 2008, McGowan & Iyengar 2017）。このような動物体表
に付着する生物を表在生物（epibiont），付着される生物を基
盤生物（basibiont）と呼ぶ（Wahl 2008）。表在生物と基盤生
物の関係性や生態的相互作用はさまざまな分類群で調査され
ており，たとえば，基盤生物の行動は，表在生物に対し，捕
食者から防御する効果や，潮汐変化に沿った移動，熱や乾燥
ストレスを軽減させる効果といった利益（正の相互作用）を
与えていることがある（Herstoff & Iyengar 2011, McGowan 

& Iyengar 2017）。また，表在生物も同様に，基盤生物に対して，
捕食回避や熱ストレス回避といった利益を与えていることが
ある（Laudien & Wahl 1999, Seaborn 2014）。このような表在
生物と基盤生物間における正の相互作用は，表在生物による
基盤生物の利用を高めるのであろう。しかしながら，ほとん
どの表在生物は，基質を生物のみに限定せず，非生物的な基
質も利用するジェネラリストである（Wahl & Mark 1999）。こ
れには，表在生物が与える基盤生物への負の相互作用が関係
している可能性がある。たとえば，表在生物は，水流の抵抗
を高め，基盤生物の成長を妨げることや（Wahl 1996, 1997），
表在生物が基盤生物の体表に付着するため，物理化学的な害
を及ぼす（Wahl 1989）。これらの宿主にかかる負の相互作
用によって，表在生物と基盤生物の関係が保たれない可能性
（Wahl 1989）が考えられている。したがって，付着生物が基
質を生物に限定する生態的，進化的要因を調べる上で，両者
の相互作用の実態を解明することが重要であろう。
　カイゴロモは，基盤生物の貝類に，どのような効果を与え
ているのであろうか。先行研究では，飼育実験下において，
カイゴロモの付着度はスガイの死亡率に影響しないことが示
されている（Xing & Wada 2001）。この結果は，飼育環境下では，
カイゴロモは宿主に中立的で，付着によって生じる物理化学
的な害といった負の相互作用が大きくないことを示唆する。
その一方で，カイゴロモの付着によって得られる宿主側の利
益（正の相互作用）という視点では研究されてこなかった。
そこで著者は，夏場の干潮時に岩礁潮間帯が高温環境になり，
多くの生物が熱ストレスに曝されることに注目した（Williams 

& Morritt 1995, Helmuth & Hofmann 2001）。潮間帯に生息
する貝類の多くは，このような干潮時の太陽熱による高温ス
トレスに対して，生理的，行動的な機構で，熱ストレスを軽
減させる（Miller & Denny 2011, Dong et al. 2017）。つまり，
カイゴロモの付着が，干潮時の宿主スガイの熱ストレスを軽
減させるかもしれないということである。著者は，この仮説
を実験的に検証した（Kagawa & Chiba 2019）。カイゴロモは
スガイが生息する環境によってその付着量が異なる。そこで
まず，転石場と岩場が隣接する海岸でスガイを採集し，カイ

図 1．カイゴロモとスガイの形態と熱暴露時における貝殻内部の温度．
（a）カイゴロモの拡大図．（b）カイゴロモに覆われたスガイ，貝殻幅
は約 2 cm．（c）熱暴露時における貝殻内部の温度の上昇．緑丸線は
カイゴロモが貝殻にあり，貝殻を乾かした状態の温度変化．赤四角線
はカイゴロモを除去し，貝殻を水で濡らした状態の温度変化．青菱線
はカイゴロモがあり，貝殻を水で濡らした場合の温度変化．黄三角線
は，カイゴロモを除去し，貝殻を乾かした状態の温度変化を示す．図
は Kagawa & Chiba (2019) を参考にした．
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ゴロモの付着量を環境間で比較した。その結果，カイゴロモは，
転石場のスガイに比べて，岩場のスガイに多く付着していた。
そこで，潮間帯の太陽放射による高熱環境を模して，熱放射
ランプによって宿主スガイを熱暴露することで，カイゴロモ
の付着が宿主の熱ストレスに影響を与えるか調べた。はじめ
に，生きた宿主を用いて，貝殻表面を濡らして熱暴露を行っ
た結果，カイゴロモが多く付着していた岩場スガイが，付着
の少ない転石場スガイよりも，高い生存率を示した。次に，
貝殻から軟体部を取り出し，寒天をつめ，貝殻内部の温度変
化を比較することで，カイゴロモの付着の有無や貝殻形態が
内部温度に影響を与えているかを調べた。温度計測は，カイ
ゴロモを人工的に除去する処理と，貝殻表面を水で濡らす処
理の有無でそれぞれ行われた。その結果，濡れたカイゴロモ
が貝殻表面に存在するときに，最も貝殻内部の温度上昇が抑
制された（図 1c）。また，貝殻形態の計測と主成分分析によっ
て得られた形態とサイズを示す合成変数や，カイゴロモの他
に貝殻に付着していた石灰藻の付着量はこの貝殻の内部温度
上昇には関係しなかった。
　以上の実験から，カイゴロモの付着が，干潮時に受けるス
ガイの熱ストレスを軽減させる正の相互作用があることを示
唆した。とくに，貝殻内部の温度上昇の抑制効果は，貝殻表
面が濡れている時に生じた。これは気化熱による冷却効果に
よって生じていることを意味し，マット状のカイゴロモの保
水性が熱ストレスを軽減させる要因になったと考えられる。
飼育環境下において，カイゴロモの付着がスガイの死亡率に
影響しないことも考慮すると，カイゴロモは，宿主スガイへ
の中立的，あるいは正の相互作用によって，生態的，進化的
に，その宿主特異性が維持されていることが推察される。一
方で，カイゴロモ側の利益もこれらの相互作用のように宿主
特異性の獲得に関与した可能性がある。たとえば，スガイを
利用することで，藻食者からの捕食を回避している可能性や，
砂泥に潜らない岩場スガイを利用することで物理的剥離の回
避や，安定的な光合成環境を獲得している可能性がある。し
かしながら，これらの仮説を含め，カイゴロモ側の利益に関
する研究はなく，これらの実態はほとんど明らかになってい
ない。これらの仮説は，今後，更なる検証が望まれる。

ソーシャルメディアを介した市民科学調査：カイゴロモ付
着の環境条件
　表在生物と基盤生物の相互作用がその関係性の維持にお
いて重要であることに関連して，その表在生物と基盤生物の
互いの分布，付着が生じる環境要因も，その両者の関係の獲
得や維持がどのように生じたかを調べる上で重要な知見にな
る（Brown & Akçay 2019）。カイゴロモは，岩場スガイによ
く付着し，転石場のスガイにはほとんど付着していなかった
（Kagawa & Chiba 2019）。先行研究では，カイゴロモが内湾
環境にいるスガイに比べ，外湾環境にいるスガイによく付着
していることを報告し，カイゴロモが波浪やスガイが利用す
る底質の影響を受ける可能性を示した（Yamada et al. 2003）。

このように著者の調査や先行研究は，環境によってカイゴロ
モの付着量が変動することを明らかにしたが，これらは局所
的な地域での研究であること，海洋環境では，複数変数が相
関しあい直接的な効果が不明であることが課題であった。そ
こで，より詳しい付着の環境要因を探るため，日本全国の網
羅的データを収集し，変数間の相関を考慮することが可能な
階層ベイズモデルを構築することで解決を試みた（Kagawa 

et al. 2020）。スガイは，地方によって様々な名前がついてお
り，時折，人々によって地域限定の海産物として消費される。
ソーシャルメディアである Twitter（現在は X）には食卓や旅
先の旅館で料理されたスガイの写真が投稿されており，その
カイゴロモの付着についての議論が行われていることもあっ
た。そこで著者たちは，このソーシャルメディアを活用した
市民科学プロジェクトを発起して，スガイの写真と生息環境
のデータを全国から収集した（Web Site: https://sites.google.

com/view/sugai）。
　市民科学プロジェクトの結果，全国各地から投稿された
200個体以上のスガイの写真と生息地情報が収集され，カイ
ゴロモが付着しているスガイが複数報告された（図 2a, b）。
投稿者の中には博物館の学芸員といった専門的な知識を持つ

図 2．市民科学プロジェクトによって収集されたスガイとその分布．
（a）上段はカイゴロモが付着していないスガイ，下段はカイゴロモが
付着しているスガイ．（b）カイゴロモ付着，非付着スガイが収集され
た地点．地図左上に，階層ベイズモデルの結果を示した．矢印は正の
効果を示す．波フェッチは底質サイズに正の効果を与え，底質サイズ
がカイゴロモ付着量に正の効果を与える．図は Kagawa et al.（2020）
を参考にした．
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方々だけでなく，野生生物に興味を持つ高校生や，ビーチコー
ミングを趣味にしている一般の方々が含まれた。そこで，得
られた写真を用いて計測したカイゴロモの付着量と，スガイ
の写真とともに送られてきた環境情報を用いて，階層ベイズ
モデルを構築した。モデルには，スガイの利用底質，夏場の
最高気温，波あたりの指標である波フェッチが，カイゴロモ
の付着量における直接効果として組み込まれた。さらに，こ
のモデルのなかには，利用底質と波フェッチの相関も組み込
まれ，カイゴロモに与える変数間の間接効果も同時に調べた。
また，発見時の季節と地点番号も，固定効果とランダム効果
としてこのモデルで考慮されている。この階層ベイズモデル
を解析し，各変数のパラメーターを算出した結果，カイゴロ
モは底質サイズが大きくなるほど，高い付着量を示した。一
方で，波フェッチは，カイゴロモ付着量に直接的な効果を及
ぼしていなかったが，底質サイズには影響を与えていた。ま
た気温や季節の効果はなかった（図 2b）。
　階層ベイズモデルから得られた付着条件の結果は，著者が
行った野外調査の結果（岩場スガイにカイゴロモが多く付着
していた）と一致する。干潮時にスガイは，砂泥や転石下に
潜ることが知られており，これは熱ストレスを回避する行動
であることが示唆されている。つまり，スガイは干潟や転石
場において，潜行行動によって熱ストレスを軽減しているの
に対し，岩場ではカイゴロモを付着させることで熱ストレス
を軽減していることが推察される。その一方，予想に反して，
最高気温はカイゴロモの付着に影響せず，北海道といった比
較的涼しい地域でもカイゴロモが貝殻を覆っていた。宿主の
熱ストレスレベルが低い地域であっても，カイゴロモがスガ

イに対して，中立的な相互作用を示すために（Xing & Wada 

2001），その関係が維持されている可能性がある。いずれにせ
よ，市民科学調査によってカイゴロモ付着の環境要因を明ら
かにすることができた。これらの成果は，近年，市民科学調査
を論文としてまとめる際に推奨されているグループ著者の概念
にならって（Ward-Fear et al. 2020），調査参加者をひとつのグ
ループ（The green-costumed snail’s citizen researchers）とし
て著者に加え，論文として出版された（Kagawa et al. 2020）。

新宿主の発見と系統的多様化：宿主転換を介した遺伝子流
動下での種分化
　宿主転換は，共生生物が従来の宿主種とは異なる新しい
宿主種を利用することを意味し，これにより共生生物は新し
いニッチに進出，宿主への適応を介して，時折種分化に至る
（Forbes et al. 2017, Thines 2019）。この宿主転換を介した種分
化は，共生生物と宿主間の相互作用が重要な役割をもち，か
つ宿主転換が同所的に起こりうることから，生態学的相互作
用によって同所的に生じる種分化（同所的種分化）として古
くから注目されてきた（Berlocher & Feder 2002, Munday et 

al. 2004）。同所的種分化が自然界で起こりうるかという問題
は理論的な研究で議論されてきたが，近年のゲノミクス研究
は，生態型の異なる種が遺伝子流動下で種分化した例を示し，
経験的に同所的，側所的種分化が起こりうることを示唆して
いる（Papadopulos et al. 2019）。つまり，宿主転換とそれに伴っ
た種分化は，同所的，側所的に，遺伝子流動下で徐々に進行
する可能性がある。しかしながら，宿主転換による種分化の
初期に遺伝子流動が生じていたのか，その種分化メカニズム

図 3．新たに発見されたカイゴロモの宿主貝類とMIG-seqによって得られた結果．（a）スガイ，（b）カンギク，（c）カヤノミカニモリ，（d）シマベッ
コウバイ，（e）ウミニナ，（f）ホソウミニナ．（g）中央の系統樹はMIG-seqによって得られた最尤系統樹．サンプルの色と形はそれぞれの宿主
種に対応している．星の単系統グループはより詳細を解析した奄美大島久根津のサンプルを示す．（h）久根津干潟におけるカンギクとシマベッ
コウバイのカイゴロモを対象にした遺伝子流動推定，集団動態推定，祖先形質復元の結果．共通祖先はカンギクを利用しており，カンギクから
シマベッコウバイに宿主転換が生じた．分岐の初期にはカンギクのカイゴロモからシマベッコウバイのカイゴロモに片方向の遺伝子流動があり，
現在は遺伝子流動がない．図は Kagawa et al. (2023) を参考にした．



119カイゴロモの生態進化

についてはほとんどわかっていない。
　これまで，カイゴロモはスガイの貝殻にのみ付着している
ことから，スガイに対する宿主特異性があるとされていた。
しかしながら，フィールド調査や市民科学プロジェクトを進
めていく中で，著者グループは，スガイ以外の宿主巻貝を複
数の地点で発見した（Kagawa et al. 2023）（図 3a–f）。また興
味深いことに，その発見例の中には，同所的に複数の宿主巻
貝種が利用されている地域もあった。例えば，長崎県大村湾
の喜々津の干潟では，スガイと同所的に生息するウミニナと
ホソウミニナにカイゴロモが付着していた。また，鹿児島県
奄美大島の久根津干潟では，カンギクとシマベッコウバイに
カイゴロモが付着していた。これらのカイゴロモは，宿主転
換を介した種分化や宿主利用に関連した系統的多様化が生じ
たのであろうか。特に同所的に複数宿主種を利用しているカ
イゴロモは，それぞれ宿主特異性を確立した別種なのであろ
うか。そこで，従来の塩基配列解析法であるサンガー法と，
ゲノムワイドな一塩基多型を取得することができるMIG-seq

を用いてこれらの仮説を調べた（Kagawa et al. 2023）。この
MIG-seqは PCRベースの解析手法であり，少量のDNA量で
あってもゲノムワイドな解析が可能であることが知られてい
る（Suyama & Matsuki 2015, Suyama et al. 2022）。
　まずMIG-seqを実施する前に，サンガー法による系統解析
を行ったところ，カイゴロモは，太平洋側のクレードと，日本
海，琉球列島側のクレードの 2つに分かれた。そこで，MIG-

seqを実施し，得られた SNPデータから，太平洋側を外群と
して系統解析を行った（Kagawa et al. 2023）。その結果，カイ
ゴロモは，日本海側と琉球列島側でそれぞれ単系統群を形成
した（図 3g）。地域ごとの利用宿主種を見てみると，琉球列
島側では主にカンギクを利用しており，一方で日本海側では，
スガイを利用していた。さらに，それぞれのクレード内部の
樹形をより詳しく見ると，日本海クレード内の枝の支持率が
低く，樹形は安定しないのに対し，琉球列島クレード内の枝
はいずれも比較的支持率が高く，島ごとに単系統群を形成し
た。これらの結果から，島による地理的隔離がカイゴロモの
系統分岐に影響したことが示唆された。さらに，同所的に複
数の宿主巻貝を利用していた長崎県喜々津と鹿児島県奄美大
島久根津に着目し，異なる宿主間における遺伝的分化の程度
と最近の遺伝子流動を推定した。その結果，喜々津において
は，スガイ，ウミニナ，ホソウミニナにそれぞれ付着してい
るカイゴロモの間で明確な遺伝的分化はなかったが，遺伝子
流動の制限は見られた。一方で，久根津においては，カンギ
クとシマベッコウバイを利用するカイゴロモの間で，明確な
遺伝的分化がみられ，最近の遺伝子流動もなかった。また，
系統樹を用いた祖先形質復元によって，共通祖先が利用して
いた宿主を推定したところ，この久根津のカンギクとシマベッ
コウバイに付着していたカイゴロモの共通祖先は，カンギク
を宿主として利用していたことが示唆された。そこでさらに，
このカンギクとシマベッコウバイのカイゴロモがどのように
分化してきたのか，ゲノムから集団の分岐や拡大を推定でき

る集団動態推定を fastsimcoal2によって実施した（Excofffier 

et al. 2021）。fastsimcoal2は，集団分岐や拡大の際に，遺伝
子流動を考慮することができ，2集団が分岐した直後に遺伝
子流動があったか否かを推定することができる。その結果，
久根津のカイゴロモは，カンギクとシマベッコウバイを宿主
としてそれぞれ利用する 2集団に別れた直後，カンギクのカ
イゴロモから，シマベッコウバイのカイゴロモに，片方向の
遺伝子流動が生じていたことが明らかになった（図 3h）。
　以上の結果から，カイゴロモは海域間で大きく遺伝的に分
かれ，とくに琉球列島では島ごとにはっきりと遺伝的分化し
ており，地理的障壁が系統的多様性に関与したことを示唆し
た。また，同所的に複数の宿主を利用している奄美大島の久
根津では，カンギクとシマベッコウバイのカイゴロモの間で
遺伝子流動がなく，それぞれ別種であることが明らかになっ
た。そして，このシマべッコウバイのカイゴロモは，カンギ
クのカイゴロモから宿主転換によって生じ，この集団の分岐
の直後には遺伝子流動が生じていたことが推定された。した
がって，久根津のカンギクとシマベッコウバイのカイゴロモ
は，それぞれ宿主特異性を示し，宿主転換を介した種分化を
経験したと結論付けられる。一方で，長崎県の喜々津では，
異なる宿主巻貝を利用するカイゴロモ間で遺伝的分化は明確
ではなかったが，遺伝子流動の一部の制限が生じていた。こ
れは，久根津の事例を踏まえると，宿主転換を介した種分化
の初期であると考えられる。進化生態学において，種分化が
徐々に生じることを種分化連続性（speciation continuum）と
いう。遺伝子流動下で種分化したという本研究結果は，カイ
ゴロモの系統が種分化連続性という概念に当てはまることを
示すのであろう。

カイゴロモの生態と進化と将来の展望
　以上の研究から，カイゴロモが，宿主スガイに対し，利益的，
中立的な相互作用をしていることを示唆した。そのような相
互作用は，カイゴロモが付着のための基質を貝類に限定する
究極要因になりうる。さらに，複数の宿主を利用しているカ
イゴロモが発見され，これらの一部は，宿主転換を介して種
分化した，あるいは宿主転換を介した種分化の初期段階であ
る可能性を示した。宿主利用間で明確な遺伝的分化が見られ
た久根津において，カンギクとシマベッコウバイのカイゴロ
モは，いずれも貝殻全体を覆うように付着していた。その一
方で，宿主利用間の分化が不明瞭であった喜々津においては，
スガイ上のカイゴロモが貝殻全体を覆うように付着するのに
対し，ウミニナとホソウミニナは貝殻にパッチ上に付着して
おり，なおかつ付着している貝類の割合も少なかった。この
宿主によって異なるカイゴロモ付着の様相は，宿主への適応
の程度を示唆しているかもしれない。つまり，宿主利用間で
遺伝的分化していたカンギクとシマベッコウバイのカイゴロモ
は，それぞれの貝殻に対する適応がすでに完了していた可能性
がある。カイゴロモの保水性が，宿主の熱ストレスを軽減させ
ることを考慮すると，カイゴロモが貝殻を覆うように成長す
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ることは宿主への適応において重要である可能性がある。
　このようにカイゴロモの生態と進化に関していくつかのこ
とがわかってきた。しかしながら，いまだに多くの課題が残
されている。これまで究極要因について触れられてきた一方
で，カイゴロモが貝殻にどのように付着するのか，その至近
要因はほとんどわかっていない。カイゴロモは貝殻の外層部
に仮根を張り巡らせるが（Yamada et al. 2003），遊泳細胞が
放出され，宿主を認識，着底し，どのように貝殻内部に仮根
を侵入させて生育するのか。スガイの貝殻上でカイゴロモを
培養しようとした先行研究は，成長にともなって藻体が貝殻
から脱離し，貝殻上での培養が不可能であったことを示して
いる（王・阪井 1986）。また，宿主転換を介した種分化にお
いて，核相の世代交代がどのように関わるかについてもよく
わかっていない。カイゴロモは胞子体と配偶体が同型であり，
MIG-seqの解析では核相に関する情報を加味することができ
なかったため，この点は課題である。例えば，宿主転換の初
期に，胞子体と配偶体で貝類種ごとに棲み分ける段階が存在
するのかといった点は興味深い。久根津のシマベッコウバイ
とカンギクのカイゴロモには分岐の直後に片方向の遺伝子流
動があったが，これらの至近要因の解明は，この不均衡な遺
伝子流動の方向性を説明する可能性がある。今後，カイゴロ
モの付着の至近要因について着目し，研究を進めていくこと
が課題である。
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せていただいております（送付は 12月末の引き落とし後）。
　事務手続き上，外国会員につきましては従来通りクレジットカードによる支払い，また学生会員につきましては郵便振替によ
る振込みのみとさせていただきますので，ご了承ください。振替依頼文書をご希望の方は，下記事務局までご連絡いただきます
ようお願い申し上げます。

庶務幹事（会員担当）
　【お申し込み・お問い合わせ先】
  〒 729-0292　広島県福山市学園町 1番地三蔵
  福山大学 生命工学部 海洋生物科学科
  山岸 幸正　宛    Tel 084-936-2111  内線 4530

       E-mail yamagishi@fukuyama-u.ac.jp




